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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a99assu ana bltim　5a1〕lm irub， sinni5tumξi　arnam scl　isiz．（もし人が捕虜として連れ行か
れ，その家に食うべきものなくして彼の妻が他の家に入るときは，その女は無罪である）ハンム
ラビ法典134．以上のようにアラビヤ語では他のセム語のi苗，’iθ，」蕊に対応するものはた癬否定
語との縮約形に於て保存されている｛こ過ぎない．ところがma　jatrifu’碗σmin勿幼．（彼は有
と無の区別を知らない）のような成句があって，一一・見こsに’ajsaという形で原始語の名残を留
めているかのように思われる・しかし比較言語学から再建されるアラビヤ語は＊jis（a）であって，
’ajSaという形を割り出すことは出来ない．それ故’ajsaは1a＊jis（a）から1ajsaとなった過
程が忘れられた後に，誤った類推による1ajsaの分析から逆に造語されたと考えるべきである．
　　　§5．アラム語の’五9aj，3珀並びにヘブライ語のj酷は一般に副詞と見られている．少な
くとも動詞ではないということに疑点はない．LJTや’enについても同様であることはいうま
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でもない．これらは皆よく人称接尾語をつけて周いられる・概して時代が下るにつれて人称接尾
語のついたものが一閲頻繁に現れてくる．しかし既に聖書アラム語に於てさえダニエル書には若
干の用例がある．ha－’2θ碗kah§11gh6δa竜θanl　helm哀6i　h5虎θw亘脳r§h・（一体お前はわしに
わしの見た］．，i．s／・lsとその解釈を示すことが出来るのか）2：26．　wehen　la，　jeδi5　c　lehewε王苛malka
di　1否1ahaX　la’iθdndi　falo垣n　w醸gSelem　dah5va　dl　h5輌mをa　la　nisg意δ．（そうでなくても，
王様，あなたの神々に私たちは仕えないし，あなたのお建てになった黄金像を私たちは拝まない
ものと御承知おき下さるように）3：18．シリヤ語では人称接尾語のついたものが極めて盛に用
いられる．存在の有無よりも断定を表わす用法がはるかに多い．いま’1θがそれぞれの接！蘂語
をとった形を示すと，次のようである．
　　　　　　　　　　　　　　　　単　数　　　　複　数
　　　一人称　　　　　’1θaj　　　　’leajn
　　　二人称男性　　　’iθajk　　　’1θajk6n
　　　　　　　　女但長　　　　　’1tajk　　　　　　　，1eajk巨n
　　　三人称男性　　　’ieaw　　　　’iθajh6n
　　　　　　　　女｛生　　　　　，1θ§h　　　　　　　，1θajh邑n
用例，’att　hszel　daXristjanlθa’滋励1a　teδm§n　bene99e’a　jien　deδaZ晦amユ五’ennen，
’ella’en　＄avja’at亡d∂θehwEn　mehajmanea，　leva　t　1ez　ball｝6δh。wajtきafr5・（だから基督
者である貴女はこのような種類の女達と同様であってはいけない，若し信者であることを欲する
ならばたS夫にのみ喜ばれるようにしていなさい）使徒の教訓．’aW　d甑’illaZV　wa　men
ne5｛・in　d・veθtehitme，（eδakkel　ger　la　geqila　waθ　lefarsfLje・’emmeh　den’2ee’h　w蕊O
men　’aml6　meδitta．（彼の父は国境の町ニシペの出であった，というのはそこはまだペルシャ軍
に占領されていなかったからである．母はアミド市出身であった）シリヤの聖者エフレイム伝．
pl16s6fa　n蕊　q亘niqa　men’aleXsanderija艶1〔men　malka〕ha6　maeqala　de6ahva．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舎
w。malka　pannl　leh，　de－lajtaw　hana　men　mawhovaθa　demalke．　htt　den　9el　kaZra鮪∋δa．
wemall〈a　pannl，　do－1のjteh　ha6e　men　tev“aea　dgq亘niq6．（アレキサンドリヤから来たある
犬儒哲学者が（王に〕黄金一シケルを乞うた．王は答えた，これは王者の贈物ではない．そこで
彼は一タレント〔＝　3，　000シヶル〕を乞うた．王は答えた，これは犬儒学派の輩の要求ではない）
バル・ヘブライウス，笑話集．ヘブライ語に於ては16ξに人称接尾語をつけて用いることは比
較的少いが，これに反して’ξnについたものは極めて頻繁に用いられている・wajj6mer　haman
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
lammeleZ’tihagwer6g，ノεs♂？δ‘am’ehaδmofuzzar　wロm。f6r烈苔bEn　hS“ammim　beZal
　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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meδln（1）e　ma！ezikeehtTi，　weδaeehemζ緬θmikk・1　e　a灘W。’eg　dロθ§hammelez’∂娠パ徳m，
welammelez’否nζ6we　lghannlbfim．（ハマンはアハシュエロス王に言った，あなたの統治し給
う各州に於て諸民刎銀こ離散している一つの民があります．彼等の法律はすべての民と異なって
おり，また王様の法律を彼等は守りません．彼等を棄ておくのは三ε様のためによくありません）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エステル記3：8・wajj6mer gi6“6n’el ha’61ehim，’im元esXit　m65i5¶bej9δi’eg　pi§ra’el
ka’tiger　dibba・ta・hinne’an6Xl　m・SS至γ’・O　gizzag　hassemer　baggc）ren；’im　tal　jih元e
tal　haggizza夏。vaddah　w。ξal　k・1　haくare輌6rev　wejada　etl　klθ6誼b。jaδ1’eO　ji；ra’el
ka’港er　dibbarta．（ギデオンは神に言った，あなたの言われたように若し私の手によってあなた
がイスラエルをお救いになるのでしたら，私は刈り取った羊の毛を麦打場に置きますから，大地
がすべて乾いているのに若しその羊の毛の上にだけ露がおりていましたならば，仰せのように私
の手によってあなたがイスラエルを救おうとなさるのだということを納得するでしよう）士師記
6：36，37．wajjδmer　lirmojah口，ξeqer，’C2nenni　n6fel　“al　hakkaξdlm；we16治maく’elaw，
wajjiθP6e　jir’lja　bejirmejahit　wajgvi’6hポel　ha99Erlm．（エレミヤは言った，㊧ご，私はカ
ルデヤ側に落ちようとするものではない．しかしイリヤは彼のいうことを聞かないで，エレミヤ
を捕えて高官達のもとへ連れて行った）エレミヤ詔：37：14．wajjiOhalleZ　b5n6Z，eO　h2，616him，
we－’　ebnennit　ki　laqah’606’色16him．（エノクは神と共に歩んだが，今はいない，神が彼を取り
給うたからである）創世記5：24．このような場合におけるアラム語とヘブライ語の人称接尾語
は明らかに主格の意味を持つ．もし人称接尾語が本来から斜格のためのものであったならば，こ
ういうときには後碕的人称代名詞が用いられたか若しくはアラビヤ語のlajSaと同様入称語尾が
とられていたであろう．すでに“asaの説明の際にも示唆しておいたように，人称接尾語は主格
として用いられることも可能なのである．次の例のように’Onが人称接尾語の代りに独立の入
称代名詞を従えていることもある．we’e」n’dni　wo’abaj　witne　C　araj　we’an誌6　hammiξmar
’港er’ah5raj，’醜’bnaJ！nit　f6ξotlm　boγa溌nも．（私も私の兄弟たちも私の若い者たちも私を
護衛する人々も，すなわち我々は誰も衣服を脱ぐ者はなかった）ネヘミヤ記4：17．更に他の例
を拾ってみよう・
　　§6．ヘブライ語のhinneやcδ6にも人称接羅語がつけられる．ここでも’6n等に於け
ると同様，人称接尾語は主語としての役割を演じている．wajj6mer　lah　ma1’aZ　JHWH，
lzimzdx　hara　woj61a6t　ben，　weqaraθξ。m6　ji§ma¶否1，　kl油maくJHWH’el　c　onjeZ・（主の
使は彼女に言った，見よお前は姫娠している，そして男の子を産むのである．それでお前はその名
をイシマエル‘神聞き給う’とつけるのだ，主がお前の悩みを聞き給うたのであるから）創世記
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Z6：IL　wajj6mer　JHWH・el　ha§頭面，　hinnb　veja6eZa，’aZ’ee　naf569em6r．（主はサタ
ンに言った，彼はお前の手中にあるのだ，ただし彼の生命は保て）ヨブ記2：6．wajj6mer　ji§r哀．
・§1・el　j6s§f，・am亘ea　happa＜am，’a巳義r巨ra’69i’eθpaneZa　ki　c∂δ∂Zd　h亘j．（イスラエル
はヨセフに言った，お前がまだ生きていてくれてお前の顔が見られたからは，もう今度こそ私は
死ぬ）創世記46：30．これらも亦独立の代名詞を従えることが出来る．k6’amar’5δSnaj
JHWH　la¶江箪m6θha’§11e，　lzinne’ke7zj　m§vi　vazem　r品n　wihejlθem．（主なる神はこれら
の骨にこう言われた，私はお前たちに息を吹き込んでやる，それでお前たちは生きるであろう）
エゼキエル書37　：．　5．　wajj｛fta乃ha’eha6，eθ§aqq6　1碗甜misp61ahAm6r6　bamma王an，
wajjar’eθkasPδwe－hinng　hSk　befi’amtahtδ・（その一人が宿で騒馬に飼葉をやろうと袋を
開いて見ると，自分の銀があった，それは袋の口にあったのである）創世記姪：27・なお§5に引
用した士師記6：36にはhinne’an6xlが用いられている．　we－’δ6’bni　me’6abber　bε1ttO611a，
weha’1ξgav・1’6戸55er・a’iθi　v輌・6n　batt剛1a，　mtf　af　bl　t　af　nc＝）γez　t’elaj　ke　t　eg
m三nhaθtarev．（まだ私が祈りのことばを述べている最中に，夕の供物の時刻であるが，初めに
幻の中で見たかの人ガブリエリが速かに飛びながら私のもとに来た）ダニエル書9：2L　こE・．で
も人称接尾1語は独立形と同じく主格として扱わなければならない．疑閥副詞’ajj巨（鰍⑳も亦
同じ意味での人称接尾語をとる．wajjiqra　JHWHぷ6h元m’el　ha’aδam　wajj6mer　16．
’切遠妬．（主なる神は人に呼びかけて言われた，お前は何処にいるのか）創世記3：9．アラビャ
語では接続詞1aw－1a（なカ〉ったならば）がよく人称接尾語を従える．　wa－1α2磁一屍ma　kunta
ta§ilu’ilajja’abadan．（もし彼女がいなかったら，貴方は決して私と結ばれなかったでしょう
よ）千夜一夜，カイロ版121夜．’ana，1αzび1ひ万，1ama　kuntu　wa12　kana　gina’1．（’貴女がい
なかったら私自身も私の歌もあり得ないだろう）プアド。アル。ハッシュ．law－laの後に名詞
が従うときには勿論主格に置かれる．また時には独立の人称代名詞が来ることもある・wa－1azvla
4痴遙一正垣hi　la⑫mina－1’a6a．（神の守護がなかったならば災禍に遭遇したであろう）　アル
・マアルリイ．毎z〃万，antesm　lakunna　mu，minlna．（お前達がし、なかったら我々は信者にな
っていただろうに）アル・カズウイニ．それ故lawlaにつく人称接尾語も当然主格と解される
のである．アラビヤ語の近代方言では主格としての人称接尾語の応用がもう少し広いようである．
方言によって少しずつ差異があるけれども，1issa或はba“d（まだ），　w巨n或は琵n（何処），
ma－dam或はma－tkl（～するかぎり），　C　amma1（しつsある）等に人称接尾語をつけて用い
た例が報告されている．シリヤ方言m∂餓1z功h合yif　min　Ilham6田h　m合Yi”ta　C　binnahr．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　V　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
（激流を恐れている限り彼は河を渡ることが出来ない）G．R．　Driver，　A　Gramrnar　of　the
Colloqu元al　Arabic　of　Syr元a　and　Palestine，　P．206．　その他種々の場合の例については
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Brockelmann，　Grundriss，　IL　Band，§183を参照願いたい．
　　　§7．アラビヤ語には‘‘’innaとその姉妹群”（’inna　wa／ahaw泣uha）と称する一群の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vl
語がある．ヘブライ語のhinn巨に対応する’innaをはじめ’anna（～ということ）〔ka－’anna
（あたかも～のようである）〕，1akinna（しかし），（la－）Calla（恐らくは），及び王ajta（～であっ
たらなあ）がこれである．これらのいずれかに導かれる文中では主語は対格に置かれる．人称代
名詞の場合には勿論接尾語の形で添えられる。θumma’inna　t　egrwata－sta’苔ana　ras碗a
　　　　　　　　　　　　　　　
一． 11fihi　SL　t　M　fi　－1hutugi　’ila　qawmihi　lijad¶uwahum　’ila口’islami．　faqala　lahu，　’in7zαh”m
　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ll
’元6an　q5ti匝ka．（それからオルワはイスラムの教えを奨めるために一族のところへ出かける許可
をマホメットに願った．彼は言った，そんなことをすれば彼等は必ずお前を殺すだろう）イブン
eサアド，各腐人物伝・falaw　c　arafa’an7zahes　min　t　amali－nnahli，1a－tahajjara’ajぐan，
rnin　ha　jeu　’anna　6alika　－lhOjazvdna　－d∂a　t　ifa　kajfa　’ahdaθa　ha6ihi　－lmusaddasati
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
一一 lmutasfiwijata－1’a¢1aくi－llatl　cagazaくan　miθliha　4muhandisu－1ha苔iqu　ma　t　a－lfirgari
wa4misξarati．（そして若しそれ〔巣〕が蜜蜂の仕業であると知ったならば，老練な技師がコン
パスと定規を以てしても作ることが出来ないようなこれらの正六辺形をあのか弱い動物がどうし
て創作したかということに又もや仰天することであろう）アル・カズウィニ，万物の驚異．rubba
lajlin　lea’an’nah2e．讐ubhu　fi．恥usni，　wa’in　kana’aswada一鱈ajlasani．（夜はたとえ法服の
ように黒くあっても，うるわしさは朝さながらのことが度々ある）アル。マァルリイ．wa－1fursu
　　　　　　　　
wa－1magもsu　tunkiru　－ttitfzana；wa’aqarra　bihi　baくdu－1fursi　Z籠吻ヵ協μ勿qa匝，　kana
biぷa’rni　wa－imagribi　minhuきaj’un　fi　zamfini　tahm亘raθa，　wa－ldileinnahze　lam　ja“umma
－ rumrana　l〈ullahu．（波斯人並びに拝火教徒は大洪水を否定している，波斯人の一部にはそれ
を認める者もあるが，しかしこのように言っている，タハムルス王の時代にシリヤとマグレブに
相当の洪水はあったが，それは開化地域のすべてを覆いつくしたわけではなかった）アル・ベイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルウニ，歴代の遺物．’aswadu　fl　fa§li一ξ5i亡a’i’aqbala　ja’hu6u一θθalga　wajafruku　bihi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lt
badanahu．　faqila　lahu，　limSδa　6alika．　faqala，　Zゴα万’abjadd．u．（ある黒人が冬の季節に
雪を取って自分の体をこすりはじめた．何故そんなことをと人に問われて，彼は言った，多分私
は臼くなれるでしょう）ルクマン．Iajtant’ab÷artu　h話a－1waqta　fl　6i－1bi’ri　6i’ban．（狼
の奴がこの井戸に落ち込んだ態をたった今眺めることが出来たらよいの1こ）千夜一夜，各版149
夜．’inna群の後に主語として何故対格が置かれねばならないのか．その理由は未だ十分説明
されていない，我々は深く考えることなく特殊な語法の一つとして鵜呑みにして来たものである．
これらの語は」二に述べたlawla，或はヘブライ語のhinn壱やe6δと同じく副詞乃至接続詞であ
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って，対格に置かれている名詞或は代名詞と統辞論上特に密接に結∪ごついているわけではない．
従ってこれらが名詞の格を左右するというのは，少なくともセム言語学の領域に於ては不可解な
現象である．アラビヤ文法家の多くは’innaとその姉妹群を別名‘動詞類似の助辞’とも称し
て，或る蓮の動詞の意味を持っているからその瞬的語として対格は当然だという風に考えている．
例えば，innaは，akkadtu（私は断言する），　ka’annaは甑bbahtu（私は磐える），1akinna
は’istadraktu（私は訂正する）のような動詞に置き換えることが出来るからだという．聞くか
らに如｛可にも苦しまぎれといった感じがする．しかし対格にこだわる限りこのような老’え方から
脱することは出来ないであろう．主格であるべきものが何故対格になっているかという方向から
も考えてみる必要がある．’inna，’anna，　Iakinnaがそれぞれ’in（ヘブライ語hen），’an，亙aldn
の長形であることは明らかである．尤も短形の方は直後に名詞を従えることは稀ではあるが，と
もかくそういうときには主語としての名詞は依然として主格のま＼である．短形も・長形もその意
味は勿論全く同じであるから，もし動詞類似説に従うならば短形の場合も対格が要求されねばな
らない．更にまた’inna群のそれぞれにmaを接尾した語形があるが，これ亦主語への影響力
は持たない．以上の用例についてはWright，　A　Grammar　of　the　Arabic　Language，　vol．　II，
§36（REM．　e，　d，　f）を参照して頂きたい．こSにはまた短形と共に対格の名詞或は対洛と見ら
れる人称接尾語が用いられている例さえも挙げられている．bi－’　anlea　rabi“un　wagajθun　ma－
rゴun〔又はmurゴun〕．（人は知る，あなたが春をもたらす雨であり豊な恵みの雨であることを）
（イブン。ヒシャアム〕．逆にタア・ハア箪63には物沈α1ほδ㌘zゴla－sahirani．（まことこの両
名は魔法使である）という句があって，’innaの後の主格が昔から問題になっている．惜しいこ
とに近来の印刷本では無難に’in　h論三niと読んでいるが，原形はやはり’innaである．こう
なると聞題は益々紛糾してくるようであるが，却ってこれが解決の手掛i）となるのである．
　　§8．これまでに示して来たようにセム語の人称接尾語は格という点では甚だ暖昧であった・
単に接尾語だけのことではない．独立形も後俺的人称代名詞も実は必ずしも主格専∫目ではなかっ
たのである．アラム諸語では三入称複数の代名詞が前置詞を介せずに動詞の目的語となるとき，
すなわち対格としての場合は，人称接尾語ではなくて独立形或は後綺語が用いられている．聖書ア
ラム語witvaSt1ltt　himmδbe’e6ra　t　weξajil．（彼等は腕力と権力とで彼等〔ユダヤ人〕に〔神殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の工事を〕中止させた）エズラ記4：23．パレスチナ・ユダヤ人アラム語w’SKH’2V助V（＝’in－
　　　　　
n亘n）SRJN　BBQcT　DN　WRMH　cLJHWN　BLJLj’MN’RB　t　RW田HWN　WHWW’
QTL　BHWN　BLJLJ’WTBR’2V㎜．（〔アブラムは）彼等がダンの谷間に屯しているのを見
つけたので，夜四方からこれを襲い，夜彼等を殺しつX“けてこれを打ち敗った）創世記外典
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（MGJLT　HJSWN∬LBR’SJT）22閲．サマリャ語L’TSGD　LWN　WL’TSMS－Nl］VLIV．
（それらを拝んではいけない，またそれらに仕えてはいけない）申命記5：9．シリャ語wgha垣n
dgξarka　dosimln　waw　donawb9麺n’engzen　wanζammebon’ennen．（その他の者ぱ彼女等
を案内し彼女等に奉仕するよう命を受けていた人々である）エペソの司教ヨハネ，教会史．バビ
va　＝ヤ・タルムウド・アラム語’6Z∂1一力仇δw9’a5qinlzδ〔く’aξqi十inhO〕，　w竜maz　lehe）bis－
tarq6．（彼は彼等に食物と飲物をB（し，彼等のために褥を延べた）断食．大体セム語の指示代名
詞や疑間代名詞には，アラビヤ語における双数の指示代名詞のような人為的なものは閥題外とし
て，形の上での格の区別は全然認められない・人称代名詞も亦本来は格を区別しなかったに違い
ない．事実アラビヤ語の三人称複数（男性hum，女性hunna），同双数（huma）は独立形がそ
のまS接尾語1こもなっている．このことは格が区別されていなかったという意味である．接尾語
として用いられた際のこれらの代名詞はむしろ後俺的と見る方が適切かも知れない．一方シリヤ
語に於て後債的に用いられる三人称複数男性’enn6n，同女性’ennenは形の上から明らかに独
立形henn6n，　hen元nから区別されているが，これを独立形中の強弱の別と考えることも出来
る．このように一部の人称代名詞に於てはその三つの様相，即ち独立形，後俺語，接尾語聞の境
界が明瞭でない．ところがまた一方では独立形として固定したものS中にも強弱の別が認められ
る．ヘブライ語の一人称単数の’an6zi（アッカド語anaku）と’5niの両形は顕著な例である．
人称代名詞の種々相は結局強弱の程度に帰せられよう．換言すれば蛍的なものである．アラビヤ
語の疑間代名詞ma（何）は前置詞と結合するとき，例えば1i－ma　・＝　li－　ma（何故）のように短
縮されることがある．この一maは人称代名詞に倣えば後俺語ともいえるし接尾語ともいえよう
が，文法上特に取り上げるほどの関心は持たれていない．入称代名詞の場合も本来はこのような
ものであったであろう．’inna群に関していえば，これらは当初好んで弱形である人称接尾語を
従えたものに違いない．人称接尾語はその一般的な用途の方面から次第に斜格の観念を具えて来
た．既に’桓na群に添えられていた接尾語にもそれが意識されて来れば，主語となる名詞にも影
響するのが当然の勢いである．属格か対格かの分岐点に立って対格が選ばれたのは’inna群の
側に原因があろう．前置詞ではないということ，そしてさきに述べたのとは別の意味で語形から
受ける感じが動詞に似ているということが主な原因ではなかろうか．今はそこまで追求しない．
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